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九
　
菊
　
間
　
藩

(ｌ

竹
　
内

克

　
静
岡
県
に
あ
っ
た
沼
津
藩
が
、
徳
川
瓦
解
と
と
も
に
千
葉
県
市
原
市
に
や
っ
て

き
て
、
菊
間
藩
と
な
っ
た
。
百
三
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
藩
主
の
水
野
家
は
、
徳
川
宗
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
譜
代
大
名
だ
け
に
、
維
新
と

と
も
に
い
ち
早
く
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
菊
間
に
移
封
さ
れ
た
。
時
の
流
れ
は
速
く
中
央

集
権
樹
立
へ
と
向
か
う
本
流
の
中
で
、
菊
間
藩
は
泡
沫
の
ご
と
く
消
え
て
ゆ
く
。

言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
が
、
短
命
に
終
わ
っ
た
菊
間
藩
に
、
時
代

に
翻
弄
さ
れ
た
一
譜
代
の
軌
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
。

　
そ
れ
で
は
な
に
が
徳
川
瓦
解
を
招
い
た
の
か
。
内
政
の
行
き
詰
ま
り
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
直
接
の
原
因
は
外
圧
、
つ
ま
り
市
場
開
放
を
遣
る
外
国
の
圧
力
だ
っ

た
。
い
ま
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
外
圧
が
内
圧
に
転
化
し
た
と
き
、
幕
末
の
動
乱

と
な
り
太
平
の
天
下
は
、
は
じ
け
て
揺
れ
た
。

　
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
ア
メ
ジ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
黒
船
四
隻
が
、
江
戸
湾
浦
賀

沖
に
現
わ
れ
て
日
本
の
門
戸
を
叩
い
た
の
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
。
こ
の
年
、

ロ
シ
ア
の
プ
チ
ヤ
ー
チ
ン
も
長
崎
に
来
航
し
て
い
る
。

　
翌
年
安
政
元
年
に
は
、
ペ
リ
ー
提
督
は
再
び
や
っ
て
き
て
、
強
腰
で
幕
府
に
日

米
和
親
条
約
を
調
印
さ
せ
た
。
下
田
、
函
館
の
両
港
が
開
港
し
世
界
の
新
興
資
本

主
義
国
ア
メ
リ
カ
に
、
扉
を
開
く
端
緒
を
作
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
砲
艦
外
交
に
あ

わ
て
ふ
た
め
い
た
幕
府
の
周
章
狼
狽
は
、
そ
れ
ま
で
政
治
に
関
与
し
な
か
っ
た
天

―

皇
親
政
へ
の
期
待
と
な
り
、
さ
ら
に
雄
藩
（
外
様
大
藩
）
が
政
治
の
正
面
に
躍
り

出
て
、
幕
藩
体
制
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
っ
た
。

　
次
に
ア
メ
リ
カ
が
求
め
た
も
の
は
、
実
質
的
な
開
放
、
つ
ま
り
通
商
条
約
の
締

結
で
あ
る
。
大
老
井
伊
直
弼
は
ア
メ
リ
カ
の
巧
妙
に
し
て
、
強
引
な
力
に
押
し
切

ら
れ
勅
許
を
待
た
ず
し
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
日
米
修
好
通
商
条
約
に
調

印
し
た
。

　
大
老
の
強
権
政
治
に
反
対
す
る
水
戸
、
薩
摩
浪
士
に
襲
わ
れ
、
一
八
六
〇
年
直

弼
は
暗
殺
さ
れ
た
。
万
延
元
年
三
月
三
日
の
桜
田
門
外
の
変
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
幕
府
の
権
威
は
失
墜
し
、
尊
皇
攘
夷
の
炎
が
燃
え
さ
か
っ
た
。
し

か
し
外
国
の
力
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
雄
藩
は
、
看
板
を
尊
皇
討
幕
へ
と
変
え
、

新
時
代
の
到
来
に
備
え
た
。
そ
し
て
つ
い
に
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
九
　
８
‐

目
、
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
、
二
百
六
十
五
年
続
い
た
徳
川
政
権
は
、
　
づ

十
五
代
慶
喜
で
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
む
ろ
ん
簡
単
な
幕
引
き
で
は
な
く
、
そ
の
後
血
で
血
を
洗
う
内
戦
が
続
い
た
が
、

そ
の
間
徳
川
恩
顧
の
譜
代
藩
が
、
あ
っ
さ
り
と
新
政
府
側
に
つ
い
て
い
っ
た
事
実

を
、
菊
間
藩
の
こ
と
に
入
る
前
に
ま
ず
の
べ
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
沼
津
藩
、
水
野
家
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
沼
津
藩
は
甲
斐
武
田
一
族

が
、
小
田
原
北
条
氏
の
攻
撃
に
備
え
て
天
正
年
間
（
四
百
年
前
）
駿
河
の
外
れ
に

築
い
た
も
の
だ
が
、
武
田
氏
滅
亡
の
あ
と
は
徳
川
家
康
の
所
有
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
徳
川
一
月
が
城
主
と
な
っ
て
続
き
、
い
っ
た
ん
は
廃
城
と
な
っ
た
が
、

安
永
六
年
。
（
一
七
七
七
）
水
野
忠
友
が
新
し
く
城
を
作
り
、
明
治
ま
で
水
野
家
が

存
続
し
た
。
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
、
外
濠
が
あ
っ
て
、
寛
政
（
一
七
八
九
～

-



－

1 （

て
ハ
○
○
）
の
こ
ろ
に
は
、
三
万
石
の
城
下
町
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　
こ
の
水
野
家
は
、
家
康
の
生
母
の
於
大
の
方
の
実
家
と
い
う
名
門
の
家
柄
で
あ

り
、
歴
代
藩
主
も
老
中
職
や
老
中
首
座
の
重
職
を
勤
め
て
い
る
。
幕
末
維
新
三
百

藩
総
覧
の
沼
津
藩
の
項
に
は
、
石
高
五
万
石
、
席
次
帝
鑑
の
間
詰
（
譜
代
城
主
級
）

家
紋
、
丸
に
立
沢
漓
紋
、
最
後
の
藩
主
、
水
野
忠
敬
と
書
い
て
あ
る
。
格
式
高
き

名
家
で
あ
る
。

　
そ
の
忠
敬
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
月
家
督
を
維
い
だ
が
、
四
年
正
月

に
は
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
と
な
り
、
戊
辰
の
内
戦
へ
と
入
っ
て
い
る
。

　
忠
敬
は
尾
張
名
古
屋
藩
、
徳
川
慶
勝
の
勧
告
を
受
け
て
、
こ
の
年
の
二
月
に
は

い
ち
早
く
新
政
府
に
恭
順
の
意
を
示
し
た
。
そ
し
て
甲
府
城
代
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、

反
政
府
軍
の
鎮
定
に
手
抜
か
り
が
あ
り
五
月
に
は
城
代
を
罷
免
さ
れ
た
。
し
か
し

老
臣
が
責
任
を
と
り
忠
敬
は
赦
さ
れ
た
。
徳
川
恩
顧
の
譜
代
大
名
は
次
々
と
新
政

権
に
忠
誠
を
誓
っ
た
が
、
沼
津
藩
水
野
家
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
内
戦
と
は
別
に
、
内
政
も
動
き
出
し
た
。
最
後
の
将
軍
慶
喜
は
上
野
寛
永
寺
に

謹
慎
。
徳
川
宗
家
に
は
御
三
郷
の
一
門
、
田
安
家
か
ら
六
歳
の
家
途
が
後
継
ぎ
に

入
り
、
駿
河
府
中
藩
（
静
岡
）
七
十
万
石
の
成
立
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
駿
河
こ
理
江
に
い
た
七
人
の
大
名
は
国
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
、
旧

幕
領
が
四
十
万
石
以
上
あ
っ
た
房
総
に
玉
突
き
で
移
封
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
人

が
菊
間
に
来
た
水
野
忠
敬
五
万
石
だ
っ
た
。
実
際
に
は
市
原
郡
内
で
は
二
万
三
千

七
百
石
で
残
り
は
安
房
の
国
の
北
を
与
え
ら
れ
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七

月
十
三
日
、
菊
間
村
へ
の
移
封
が
正
式
に
決
ま
り
、
八
月
三
十
日
に
は
沼
津
城
を

引
き
渡
し
た
。
あ
わ
た
だ
し
い
旅
立
ち
の
支
度
で
あ
る
。
新
政
府
か
ら
転
出
費
用
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と
し
て
毎
年
現
米
千
石
、
金
一
万
五
千
両
が
三
年
間
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
と
は
別
に
引
っ
越
し
代
と
し
て
一
万
三
千
両
が
下
賜
さ
れ
た
。
気
高
き
鶴
が

一
羽
、
菊
間
の
原
野
に
降
り
立
つ
感
じ
で
あ
る
。

　
Ｔ
万
藩
士
た
ち
は
、
城
明
け
渡
し
に
よ
っ
て
近
隣
の
村
に
分
宿
し
て
、
不
自
由

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
、
菊
間
の
新
天
地
に
大
い
な
る
夢
と
期
待
を
抱

い
た
と
い
わ
れ
る
。
慶
応
四
年
九
月
八
日
で
、
年
号
は
明
治
に
改
ま
っ
た
。
転
宅

は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
五
年
ま
で
波
状
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
な
に
ぷ

ん
に
も
急
な
転
勤
命
令
で
あ
り
、
藩
士
た
ち
は
家
を
解
体
し
て
海
岸
ま
で
運
び
、

舟
に
乗
せ
て
今
の
市
原
市
ハ
幡
の
浜
本
ま
で
運
搬
し
、
積
み
替
え
た
あ
と
村
田
川

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
菊
間
に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
の
尖
兵
と
な
っ
た
の
が
、
土
地
の
測
量
や
町
割
り
の
仕
事
に
あ
た
る
先
遣
隊

で
、
ハ
幡
宿
の
旅
篭
、
藤
田
屋
を
仮
陣
屋
と
し
た
。
そ
の
藤
田
屋
は
私
の
家
で
今

は
壊
し
て
な
い
が
、
古
い
家
の
間
取
り
は
覚
え
て
い
る
。
正
面
の
真
ん
中
に
黒
光

り
の
す
る
大
黒
柱
が
あ
り
、
そ
こ
に
木
彫
り
の
水
野
家
の
沢
漓
紋
が
か
け
ら
れ
て

い
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
直
径
三
十
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
七
セ
ン
チ
の
重
厚
な
家
紋
は
、
今
も
私
の
家
に
保

存
さ
れ
て
お
り
、
裏
に
北
と
い
う
字
が
書
い
て
あ
る
。
沼
津
城
本
丸
の
北
側
に
掲

げ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
仮
陣
屋
は
後
に
菊
間
の
千
光
院
に
移
り
、
ハ

幡
観
音
町
の
称
念
寺
を
仮
住
居
と
し
た
隠
居
水
野
恋
寛
は
菊
間
徳
永
台
に
移
っ

た
。

　
殿
様
の
水
野
恋
歌
は
一
旦
江
戸
屋
敷
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
陸
路
市
原
郡
に
来
て

い
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
二
十
六
日
で
、
十
八
歳
だ
っ
た
。
す
で
に

１

版
籍
奉
還
の
あ
と
で
、
新
政
府
か
ら
菊
間
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。

　
奉
週
後
は
新
政
府
か
ら
禄
高
の
一
割
を
家
禄
と
し
て
支
給
さ
れ
た
。
沼
津
を
で

る
時
は
大
名
行
列
だ
っ
た
殿
様
も
、
菊
間
に
着
い
た
と
き
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
管
理

職
の
Ｉ
地
方
行
政
長
官
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
か
ら
、
当
初
計
画
し
て
い
た
菊
間
の
宇
、
雲
の
境
（
今

の
忠
霊
塔
付
近
）
の
数
千
坪
に
わ
た
る
藩
庁
建
設
は
、
土
地
の
造
成
と
土
台
を
ま

わ
し
た
段
階
で
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県
を
迎
え
て
中
断
さ
れ
た
。

藩
庁
あ
と
に
は
水
野
恋
歌
の
碑
が
建
ち
、
名
残
を
留
め
て
い
る
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
鐘
楼
を
備
え
た
宏
大
な
御
殿
と
、
二
階
建
て
の
医
局
が
建
設
さ

れ
、
時
を
告
げ
る
鐘
の
音
は
、
水
野
家
の
ご
威
光
を
村
内
に
響
か
せ
て
い
た
。
前

者
は
廃
藩
置
県
で
木
更
津
県
の
管
理
に
移
り
、
後
者
は
菊
間
村
役
場
と
し
て
使
わ

れ
た
。
木
更
津
県
は
千
葉
県
と
な
っ
て
、
新
政
府
の
中
央
集
権
化
は
さ
ら
に
進
み
、

水
野
忠
歌
は
東
京
在
住
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
当
初
は
藩
そ
の
も
の
の
移
転
を
考
え
て
い
た
菊
間
藩
で
は
、
一
時
は
藩
士
の
戸

数
が
菊
間
の
ほ
か
、
大
厩
、
山
木
、
草
刈
な
ど
に
ま
た
が
っ
て
六
四
四
戸
と
な
り
、

人
口
も
数
千
人
に
増
え
た
。

　
市
原
周
辺
に
は
大
き
な
城
下
町
が
な
か
っ
た
の
で
将
来
の
繁
栄
を
見
込
ん
で
、

旅
篭
や
寿
司
屋
、
そ
ば
屋
や
銭
湯
ま
で
で
き
て
賑
わ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
繁
栄
も

二
年
間
で
、
秩
禄
を
失
な
っ
た
旧
藩
士
は
土
地
を
開
拓
し
て
茶
の
栽
培
を
し
た
り

し
た
が
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
居
住
地
を
離
れ
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
っ
た
。
沼

津
を
出
る
時
は
家
を
解
体
し
た
が
、
菊
間
で
は
藩
が
解
体
さ
れ
、
藩
士
た
ち
は
暮

ら
し
の
中
核
を
失
っ
た
。
城
下
町
の
夢
は
消
え
た
。
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
商
人
た
ち

－90
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●

は
あ
て
が
狂
っ
た
。

　
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
陣
屋
は
、
戦
闘
を
想
定
し
た
作
り
で
、
村
田
川
と
菊
間

台
地
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
防
禦
の
構
え
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
時

の
流
れ
に
は
抗
し
が
た
く
、
建
物
は
藩
庁
作
り
中
心
に
進
め
ら
れ
た
が
、
藩
士
の

気
持
ち
は
藩
が
こ
れ
ま
で
通
り
機
能
す
る
の
か
、
変
わ
る
と
す
れ
ば
時
流
は
ど
ち

ら
へ
赴
く
の
か
、
大
き
な
と
ま
ど
い
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
か
て
て
加
え
て
藩
士
た
ち
が
移
り
住
ん
だ
房
総
の
地
は
、
戊
辰
戦
争
で
敗
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
&
.
i
＆
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旧
幕
臣
や
各
藩
の
脱
走
者
が
逃
げ
て
隠
れ
て
い
た
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
最
初
に
市
原

に
や
っ
て
き
た
沼
津
藩
士
た
ち
に
は
、
不
安
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
藩

士
た
ち
が
住
ん
で
い
た
武
家
屋
敷
や
長
屋
が
、
菊
間
の
徳
永
台
に
長
く
残
っ
て
い

た
。
そ
の
長
屋
に
住
ん
で
い
た
と
親
か
ら
伝
え
聞
く
子
孫
た
ち
が
い
ま
で
も
い
る
。

　
一
方
沼
津
藩
に
は
、
明
親
館
と
い
ゲ
藩
校
が
あ
り
菊
間
藩
に
な
っ
て
も
、
そ
の

名
前
を
継
承
し
て
武
術
と
学
問
を
教
え
て
い
た
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
学

制
が
発
布
さ
れ
、
菊
間
小
学
校
と
な
っ
た
。
先
生
は
す
べ
て
旧
菊
間
藩
の
藩
士
だ

っ
た
。
中
に
は
私
塾
を
開
い
た
人
も
あ
り
、
そ
の
建
物
跡
が
今
も
山
木
に
残
っ
て

い
る
。
フ
タ
マ
タ
学
校
（
漢
字
は
分
か
ら
な
い
）
と
い
っ
た
。
授
業
料
は
た
だ
で
、

侍
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
っ
た
。

　
水
野
家
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
、
資
本
金
九
万
五
千
円
で
八
幡
銀
行
を

設
立
し
た
。
水
野
恋
歌
頭
取
印
の
五
円
紙
幣
が
残
っ
て
い
る
。
変
遷
を
経
て
北
陸

銀
行
に
な
っ
た
と
銀
行
史
に
は
書
い
て
あ
る
。
水
野
恋
歌
は
歌
人
と
し
て
も
有
名

で
あ
る
。
文
の
人
で
も
あ
っ
た
。

　
忠
歌
は
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
三
年
後
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
五
十

１

ハ幡銀行のお札
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七
歳
で
他
界
し
た
。
水
野
家
の
墓
所
は
、
家
康
の
生
母
於
大
の
方
の
眠
る
東
京
小

石
川
の
伝
通
院
で
あ
る
。

　
忠
敬
は
生
前
、
菊
間
に
帰
る
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校
の
全
校
生
徒
が
出
迎
え
た
。

当
時
は
貴
重
品
だ
っ
た
雑
記
帳
を
み
ん
な
に
く
れ
た
。
殿
様
の
旧
宅
は
宏
壮
で
掛

軸
や
ら
な
ん
や
ら
、
色
々
な
も
の
が
あ
り
、
風
俗
画
を
見
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

っ
た
と
い
う
人
も
い
た
。
開
放
的
な
雰
囲
気
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
殿
様
の
子
供
は
東
京
に
居
住
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
に
は
菊
間
に
疎
開
し
て

き
た
。
殿
様
の
孫
の
忠
和
氏
と
仲
よ
し
だ
っ
た
と
い
う
人
も
地
元
に
い
る
。
戦
後

家
族
は
東
京
に
引
き
上
げ
た
が
、
同
窓
会
に
は
出
て
く
れ
な
い
と
、
小
学
校
時
代

の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
の
同
級
生
は
私
に
話
し
た
。

　
写
真
は
祖
父
の
殿
様
と
よ
く
似
て
い
る
。
祖
父
、
孫
と
も
最
後
の
将
軍
、
徳
川

慶
喜
と
同
じ
く
、
下
顎
部
の
発
連
し
た
殿
様
顔
で
あ
る
。
血
筋
は
争
え
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
藩
士
の
子
孫
も
数
多
く
、
地
元
に
残
っ
て
い
る
。
沼
津
か
ら
菊
間
に
至
る
ま
で

の
生
活
記
録
を
、
丹
念
に
記
し
た
岡
田
程
ハ
氏
の
子
孫
も
、
菊
間
に
暮
ら
し
て
い

る
。
そ
の
筆
書
き
の
日
記
は
、
く
ず
し
た
宇
で
書
い
て
あ
っ
て
、
と
て
も
私
に
は

読
め
な
い
が
、
菊
間
藩
研
究
者
に
は
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は
、

岡
田
程
八
氏
の
子
孫
が
保
存
し
て
い
る
。
ま
た
沼
津
市
の
教
育
委
員
会
で
は
、
岡

田
日
記
の
現
代
宇
訳
を
も
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
・
菊
間
ば
か
り
で
は
な
い
。
ハ
幡
に
も
菊
間
藩
士
の
子
孫
は
広
く
散
在
し
て
い
る
。

長
い
間
、
大
河
内
病
院
を
開
業
し
て
い
た
お
医
者
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
、
菊
間
藩

の
家
老
の
子
孫
で
あ
る
。

　
そ
の
子
息
が
大
河
内
一
雄
さ
ん
で
、
旧
制
千
葉
中
学
校
を
出
た
あ
と
武
蔵
高
等

学
校
に
入
学
し
、
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
現
在
九
州
大
学
の
名
誉
教
授
で

あ
る
。
血
液
学
の
権
威
だ
と
聞
い
て
い
る
。
奥
さ
ん
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
も
と

も
と
沼
津
藩
が
菊
間
に
移
っ
た
の
も
、
国
際
化
の
波
が
江
戸
に
打
ち
寄
せ
、
は
ね

返
っ
て
沼
津
、
ハ
幡
へ
と
寄
せ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
文
化
や
人
間
の
国
際
化
現
象

も
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

　
話
は
前
後
す
る
が
、
前
記
藩
校
明
親
館
に
は
明
治
大
正
期
の
工
業
教
育
に
大
き

く
貢
献
し
た
手
島
精
一
氏
が
学
ん
で
い
る
。
手
島
氏
は
欧
米
に
留
学
後
、
文
部
省

に
勤
務
、
今
の
東
京
工
業
大
学
の
設
立
に
力
を
尽
く
し
た
。
そ
の
教
育
理
念
は
虚

学
を
排
し
て
実
学
を
重
視
し
、
今
日
の
科
学
技
術
教
育
の
先
鞭
を
つ
け
て
い
る
。

そ
の
伝
統
は
菊
間
藩
の
明
親
館
に
も
生
か
さ
れ
、
た
と
え
ば
数
学
な
ら
日
常
生
活

に
役
立
つ
勉
強
を
、
ま
た
筆
学
な
ら
相
手
と
意
思
疎
通
の
で
き
る
文
章
を
書
け
る

よ
う
に
と
の
教
え
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
教
育
を
重
視

す
る
藩
風
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
開
校
当
初
の
菊
間
小
学

校
の
先
生
が
、
全
部
菊
間
藩
士
で
あ
っ
た
り
、
私
塾
を
開
く
藩
士
が
い
た
の
で
あ

る
。
藩
の
命
は
短
か
っ
た
が
、
い
や
そ
れ
な
る
が
故
に
、
後
世
の
人
間
を
育
て
る

教
育
へ
の
情
熱
は
、
す
さ
ま
じ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

　
教
育
だ
け
ざ
は
な
い
。
広
く
社
会
に
貢
献
し
た
菊
間
藩
士
の
子
孫
は
実
に
多
い
。

一
例
を
の
べ
た
い
。

　
江
戸
詰
の
菊
間
藩
士
に
、
山
田
錆
太
郎
と
い
う
人
が
い
た
。
娘
の
一
人
が
八
幡

の
山
口
家
に
嫁
し
た
が
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
主
人
は
、
不
幸
に
し
て
早
世
し
た
。

自
分
も
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
が
、
辞
め
て
い
た
た
め
復
職
で
き
ず
、
奮
起
し
て
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勉
強
し
助
産
婦
の
資
格
を
得
た
。
山
口
喜
久
枝
さ
ん
と
い
う
。

　
そ
の
人
は
今
年
の
七
月
、
天
寿
を
全
う
し
て
、
百
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
一
世
紀

を
生
き
た
。
生
ま
れ
た
の
が
一
九
〇
一
年
、
亡
く
な
っ
た
の
が
二
〇
〇
一
年
で
あ

る
。
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
勲
六
等
宝
冠
章
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
そ
の
子
息
洋
一
氏
は
、
祖
父
か
ら
伝
わ
る
名
刀
、
和
泉
守
国
貞
を
も
っ
て
い
る
。

長
さ
が
七
十
一
セ
ン
チ
で
、
反
り
が
Ｉ
・
八
セ
ン
チ
の
業
物
で
あ
る
。
も
う
一
本
、

婦
人
用
の
短
刀
も
も
っ
て
い
る
。
小
柄
を
差
す
と
こ
ろ
に
、
銀
の
箸
が
あ
る
。
毒

味
用
の
も
の
で
、
毒
が
あ
る
と
色
が
変
わ
る
の
だ
そ
う
だ
。
に
わ
か
に
江
戸
と
武

家
の
匂
い
が
し
た
。

　
話
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
殿
様
の
孫
の
忠
和
氏
が
、
山
口
氏
の
家
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
水
野
家
が
菊
間
に
疎
開
し
て
い
た
戦
争
中
か
戦
争
直
後
の
こ
ろ
で
、

お
互
い
が
ま
だ
少
年
の
時
で
あ
る
。
ハ
幡
の
飯
香
岡
ハ
幡
宮
の
お
祭
り
の
時
で
、

菊
間
在
住
の
山
口
氏
の
母
の
姉
が
連
れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
お
祭
り
見
物
と
ご

馳
走
が
お
目
当
て
だ
っ
た
ら
し
い
。
「
物
が
無
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
」
と
山
口

氏
が
言
っ
て
い
た
。

　
そ
の
姉
に
あ
た
る
人
も
、
こ
の
時
代
水
野
家
の
家
族
の
面
倒
を
ず
い
ぶ
ん
見
た

ら
し
い
。
そ
の
山
口
洋
一
氏
も
今
は
、
水
野
家
所
有
だ
っ
た
土
地
を
購
入
し
て
住

ん
で
い
る
。
そ
こ
に
何
と
な
く
か
つ
て
の
、
主
従
の
絆
の
よ
う
な
も
の
を
感
ず
る

が
、
今
は
旧
菊
間
藩
士
の
子
孫
の
連
携
は
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
無
い
ら
し

Ｘ
Ｏ
Ｉ
Ｖ

一
部
好
事
家
が
子
孫
の
名
簿
を
作
成
し
て
も
っ
て
い
る
程
度
で
、
一
般
に
は

特
別
の
お
付
き
合
い
は
無
い
ら
し
い
。
そ
の
意
味
で
は
沼
津
か
ら
や
っ
て
き
た
菊

間
藩
も
、
そ
の
人
た
ち
も
水
の
よ
う
に
地
元
に
と
け
込
ん
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
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菊間藩の石碑

　
沼
津
藩
を
玉
突
き
で
菊
間
に
寄
越
し
た
の
は
、
徳
川
崩
壊
だ
っ
た
。
そ
の
瓦
解

を
も
た
ら
し
た
も
の
は
海
を
渡
っ
て
き
た
外
圧
だ
っ
た
。
そ
の
大
波
に
も
う
一
つ

時
代
の
波
が
重
な
り
、
合
成
波
に
な
っ
た
時
、
菊
間
藩
は
そ
の
波
間
に
消
え
た
。

　
い
ま
菊
間
台
地
に
残
る
も
の
は
、
石
碑
と
記
念
の
棒
杭
で
あ
る
。
だ
が
日
に
見

え
ぬ
遺
産
は
大
き
い
。
異
文
化
と
の
接
触
に
よ
っ
て
地
元
に
貢
献
し
た
。
人
材
は

地
下
水
脈
と
な
っ
て
異
境
に
参
み
こ
み
、
地
域
の
文
化
を
育
み
、
社
会
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
た
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

菊
間
藩
庁
跡
の
標
柱
・
後
ろ
は
忠
霊
塔

－95
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菊
間
八
幡
神
社

１

柏
社
の
沿
革

　
也
悳
巾
は
謨
七
年
ハ
幡
神
社
の
本
殿
・
拝
殿
・
瑞
門
・
玉
垣
一
郭
と
社
殿
内

に
保
存
さ
れ
て
い
る
棟
札
な
ど
、
嗇
量
な
記
録
を
重
視
し
て
、
こ
れ
等
応
ふ
田
原
市

の
文
化
財
と
し
て
保
存
を
計
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
年
、
銅
板
葺
の
屋
根
の
経
年
に
よ
る
老
朽
托
に
よ
っ
て
、
数
力
所

に
雨
漏
れ
が
発
生
し
、
小
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

厘
畏
な
ど
の
腐
食
が
発
見

さ
れ
た
た
め
、
修
理
を
行

っ
た
。

　
筆
者
は
、
市
の
求
め
に

応
じ
て
直
接
修
理
工
事
の

管
理
に
当
っ
た
が
、
神
社

の
歴
忠
司
経
緯
の
調
査
も

行
い
、
工
事
は
順
当
に
進

み
平
成
九
年
三
月
、
六
ケ

旦
間
で
無
1
:
終
了
し
た
。

こ
れ
迄
分
ら
な
か
っ
た
歴

忠
叩
事
項
等
を
、
本
稿
に

記
載
し
て
こ
の
度
び
の
菊

間
の
歴
史
散
歩
の
資
料
と

｜

｜

写真1　菊間ハ幡神社本殿

１

ぶぶ山乙
図版1　ハ幡神社境内図
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す
る
。

　
当
絹
枝
の
沿
革
は
、
社
伝
に
よ
る
ふ
舌
４
日
鳳
二
缶
ま
で
遡
り
ヽ
斎
主
は
欠
が

甜
曇
君
徳
齢
１
刄
恨
振
ノ
ぢ
脂
辞
神
主
の
太
祖
也
と
言
う
・

　
祭
押
は
、
叫
が
弛
掌
・
壽
饗
曝
剱
む
祀
り
、
神
社
に
残
る
古
又
書
に
長
保
二
年

　
（
一
〇
〇
〇
）
当
狂
再
興
と
も
書
か
れ
、
本
殿
内
に
は
車
安
時
代
に
造
ら
れ
た
と

考
凡
ら
れ
る
、
随
身
立
像
が
二
躯
一
対
で
古
色
蒼
然
と
し
て
残
り
、
神
社
の
雁
吏

の
深
さ
を
罵
せ
る
。

　
治
承
四
年
（
一
λ
○
）
に
い
た
り
源
頼
朝
の
祈
願
に
よ
り
、
千
葉
常
風
が
鎌

倉
よ
り
『
が
錫
輝
恩
を
勧
請
し
た
神
社
で
ヽ
以
後
若
可
八
幡
宮
と
も
呼
ば
れ
た
・

　
天
正
ナ
九
年
（
一
五
九
一
）
二
月
に
は
、
徳
川
家
康
が
来
印
地
二
十
石
を
寄
進

し
た
と
い
う
。
中
世
以
前
、
当
社
の
他
邦
を
伝
え
る
記
録
は
な
い
が
、
江
戸
時
代

十
八
世
紀
以
降
の
棟
札
な
ど
二
十
五
枚
が
保
存
さ
れ
、
社
殿
の
整
備
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
等
の
記
録
に
よ
る
と
、
現
在
の
本
殿
は
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
神
王

根
本
治
風
が
こ
れ
迄
、
代
を
重
ね
て
修
復
し
て
来
た
社
殿
を
、
老
朽
が
激
し
い
た

め
、
社
叢
の
杜
か
ら
採
り
出
し
た
木
材
で
再
興
し
た
の
が
、
現
在
の
本
殿
で
あ
る
。

こ
の
と
き
玉
垣
・
瑞
門
血
路
或
し
た
。

　
こ
の
の
ち
、
治
風
は
清
風
と
改
名
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
鐘
楼
も
建
設
し
て

い
る
。

　
客
仙
十
一
年
（
一
八
一
四
）
こ
の
頃
、
別
当
守
と
の
間
で
争
い
が
続
い
て
お
り
、

代
互
有
に
揚
出
し
た
訴
状
に
中
に
、
ハ
幡
神
社
の
裏
の
大
杉
を
売
り
渡
し
、
採
り

倒
ず
際
、
ひ
か
え
綱
が
切
れ
て
本
殿
の
屋
根
を
、
壊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
時
既
に
八
幡
押
社
の
屋
根
は
銅
板
で
葺
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
頃
屋
根
を
細
叙
で
葺
く
と
言
う
事
は
大
変
な
意
味
が
あ
り
、
何
奴
な
ら
銅

板
で
屋
根
か
葺
ぐ
事
が
串
釆
る
の
は
、
江
戸
幕
府
。
徳
川
家
に
繰
り
の
あ
る
建
物

か
、
ま
た
は
そ
れ
と
回
邨
な
音
祓
を
持
つ
建
物
に
し
か
、
江
戸
幕
府
は
許
さ
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
当
時
、
菊
間
の
片
田
舎
に
既
に
葺
か
れ
て
い
た
こ
と

は
、
大
変
な
驚
き
で
日
本
の
建
築
梁
上
に
於
い
て
は
こ
れ
迄
、
槌
で
た
た
き
出
し

粘
土
を
焼
い
た
瓦
形
の
銅
瓦
は
、
古
代
よ
江
便
わ
れ
て
お
り
、
菊
間
八
幡
徊
娃
に

用
い
た
、
圧
延
銅
板
葺
の
銅
葺
屋
根
が
使
用
さ
れ
た
の
は
天
保
年
間
（
一
八
三
〇

～
Ｔ
八
四
三
）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
古
く
、
二
十
年
程
も
以
前
に
既

に
葺
か
れ
て
い
た
こ
と
は
建
築
梁
上
に
於
い
て
も
新
発
見
で
あ
る
。

寛
雅
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
治
胤
、
そ
の
子
祁
胤
が
神
楽
殿
査
洛
成
さ
せ
た
が
、

文
雅
十
二
年
（
一
八
二
九
）
治
胤
の
孫
大
弐
の
代
に
な
っ
て
、
神
楽
殿
に
死
稜
が

あ
る
に
よ
っ
て
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
神
輿
三
基
共
々
焼
き
捨
て
て
い
る
。
し
か
し
、

翌
年
三
月
に
は
、
氏
子
の
寄
進
に
よ
っ
て
神
輿
・
神
楽
殿
を
再
興
し
て
い
る
。
ま

た
、
翌
年
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
召
還
の
狛
犬
を
造
立
し
た
が
、
こ
の
狛

犬
は
今
は
能
屑
の
釈
蔵
院
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
根
本
大
弐
は
拝
殿
の
再
建
に
取
り
掛
っ
た
が
、
天
保

の
大
飢
饉
に
遭
遇
し
日
照
り
が
統
巻
舌
労
し
三
年
後
、
や
っ
と
完
成
さ
せ
た
の
が
、

現
在
の
拝
殿
で
あ
る
。
こ
の
拝
殿
ｉ
洛
辰
し
た
時
点
で
、
琴
平
押
摯
巫
一
葉
茂
呂

よ
り
遷
座
し
た
。

　
其
の
後
二
明
治
に
な
っ
て
二
の
鳥
居
な
ど
再
建
し
、
弊
殿
高
ほ
頴
娃
な
ど
修
理

し
て
行
く
が
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
な
っ
て
神
主
は
根
不
家
か
ら
、
天
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習
貞
に
替
り
、
本
殿
・
弊
殿
・
瑞
門
・
瑞
垣
・
修
理
に
？
コ
日
を
迎
え
る
。

　
こ
れ
迄
、
神
社
の
経
綸
を
簡
単
に
述
べ
た
が
、
調
査
に
当
っ
て
感
じ
た
事
は
、

天
穂
日
命
ノ
末
是
煮
が
神
主
、
云
々
と
書
い
た
が
、
古
又
書
、
家
系
図
等
も
古
く

か
ら
残
り
、
ま
た
、
西
に
向
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
の
は
、
八
幡
宿
の
飯
香
岡
八

幡
宮
の
様
に
鎌
倉
時
代
の
影
響
も
あ
っ
て
、
鎌
倉
に
鎮
座
す
る
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
凡
て
い
た
。
あ
る
、
雁
事
學
の
権
限
考
は
、

神
社
の
下
に
広
が
る
古
代
条
里
制
田
園
の
、
稲
の
豊
作
を
見
守
り
祈
る
こ
と
の
神

社
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
し
か
し
、
「
延
喜
弐
」
に
載
る
式
西
征
ま
た
、

郷
社
で
も
無
い
と
こ
ろ
は
何
是
か
、
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
古
代
よ
り
神
社
は
神
仏
習
合
に
よ
り
、
古
く
か
ら
別
１
守
が
あ
り
神
社

の
祀
り
ご
と
は
別
当
（
社
僧
）
が
行
っ
の
が
当
然
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
当
徊
社
に

も
別
当
寺
が
近
く
に
丑
標
語
・
幸
背
語
・
其
の
外
八
幡
押
社
に
は
二
去
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
飯
香
岡
八
幡
宮
の
別
当
等
を
友
双
務
し
た
若
宮
寺
が
、
八
幡
宿

駅
の
酉
則
万
に
菊
間
八
幡
細
枝
の
別
１
守
と
し
て
所
在
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
神
社

に
残
る
市
又
書
等
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
創
建
当
初
か
ら
社
家
に
よ
っ
て
の
み

祀
り
ご
と
が
行
わ
れ
、
作
根
本
・
天
羽
・
市
川
・
杉
本
の
外
、
時
に
は
ニ
家

程
あ
り
、
社
家
の
み
に
よ
っ
て
祀
り
ご
と
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
当
時
は
特
別
な

神
社
で
無
く
て
は
、
出
釆
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
当
徊
社
の
別
当
寺
は
自

然
に
消
概
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
菊
間
八
幡
神
社
は
古
い
歴
史
亙
愕
つ
神
社
で
あ
る
。

　
　
２
　
社
殿
様
式

　
尚
に
、
現
任
の
４
｛
ｉ
（
本
殿
と
１
で
継
が
る
エ

Ｅ
．
…
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
・
’
。
。
‘
。

字
形
の
社
殿
様
式
）
が
一
番
多
く
、
市
原
市
内
で
も
だ
い
た
い
こ
の
様
式
で
あ
る

が
、
菊
間
ハ
幡
押
社
は
、
古
式
の
　
る
社
殿
で
あ
る
。

　
杢
靫
は
、
三
間
狂
流
造
で
柱
聞
か
三
間
、
屋
根
の
横
か
ら
見
た
形
態
の
前
万
が

水
が
流
れ
る
よ
う
な
曲
線
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
流
造
と
呼
ぶ
。
前
万
の

階
段
（
木
陰
）
を
登
っ
た
一
間
の
板
の
間
は
、
社
殿
の
両
側
に
縁
、
縁
の
正
面
に

脇
勝
于
は
付
く
も
の
の
、
吹
抜
け
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
様
な
潰
２
七
日
蒋
棚
造

と
呼
ぶ
。
目
蒋
棚
造
は
辺
鄙
な
山
奥
や
、
小
さ
な
社
に
多
べ
見
ら
れ
る
古
い
形
式

の
社
で
あ
る
。

　
今
は
十
吾
が
付
い
て
い
る
が
、
再
建
当
初
は
十
吾
は
無
く
礎
石
の
上
に
直
接
建

っ
て
い
た
。
再
建
後
更
に
一
度
解
体
修
理
し
た
こ
と
が
、
海
豚
等
か
ら
分
っ
て
い

る
が
そ
の
記
録
は
無
い
。
ま
た
、
再
建
当
初
は
浜
縁
が
正
面
に
、
腰
掛
け
ら
れ
る

く
ら
い
の
高
さ
に
取
付
い
て
、
そ
こ
か
ら
階
段
を
登
る
様
に
な
っ
て
い
た
。

　
本
殿
を
囲
郭
す
る
瑞
雲
（
検
札
に
は
工
措
一
と
記
す
）
の
正
面
に
は
、
唐
破
風
、

平
人
の
瑞
門
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
は
本
来
、
仏
教
建
築
の
影
響
を

受
け
て
平
安
時
代
に
造
れ
、
中
期
に
は
既
に
成
立
さ
れ
て
い
た
と
考
凡
ら
れ
て
い

る
。
現
在
の
八
幡
神
社
は
、
本
殿
ｉ
項
研
に
よ
っ
て
囲
郭
さ
れ
正
面
に
瑞
門
を
設

け
る
が
、
随
珊
像
の
残
る
と
こ
ろ
か
ら
、
も
と
は
随
身
門
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
、
平
安
時
代
は
摂
社
と
し
て
局
員
神
社
・
武
内
膠
祢
祀
る
木
兎
社

が
、
瑞
垣
の
囲
郭
を
現
在
よ
り
り
大
き
く
設
え
ら
れ
、
囲
郭
内
の
本
殿
自
国
に
祀

ら
れ
、
正
面
に
は
随
母
豆
像
牙
安
置
し
た
随
身
門
が
靖
屁
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
肖
ご
局
員
大
昭
和
・
武
内
大
明
神
像
は
、
胎
円
墨
書
銘
に
よ
っ
て
天
不
工
八
年

　
（
一
五
四
七
）
別
当
源
長
が
、
仏
師
大
蔵
丞
に
彫
刻
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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其
の
後
、
鎌
倉
期
に
入
る
と
拝
殿
の
造
立
が
あ
っ
た
と
考
凡
て
い
る
。
こ
の
頃

の
社
殿
の
造
は
、
昨
年
行
っ
た
歴
史
散
歩
で
見
た
、
府
中
日
吉
押
杜
な
ど
の
様
に

屋
根
の
両
側
、
妻
と
呼
ぶ
が
簡
素
で
飾
り
も
何
も
無
い
が
、
菊
間
八
幡
神
社
の
本

殿
を
再
建
し
た
、
屋
根
の
両
側
は
妻
飾
り
と
呼
び
、
江
戸
時
代
も
中
頃
に
な
る
と
、

彫
刻
な
ど
賑
や
か
に
飾
り
、
柱
の
横
に
突
き
出
た
材
も
、
木
鼻
と
呼
び
獅
子
・
像

の
建
な
ど
の
彫
刻
が
取
り
付
く
様
に
な
っ
て
来
る
。

　
そ
し
て
、
本
来
も
っ
て
い
た
建
築
の
権
道
美
が
疎
か
に
成
り
、
彫
刻
な
ど
の
飾

り
に
目
が
奪
わ
れ
る
よ
う
に
成
っ
て
来
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
、
日
本
の
古
い
建
築
と
し
て
、
神
社
・
仏
閣
は
日
本
の
建
築
文
化
を

代
表
す
る
建
築
美
を
供
え
、
そ
の
建
築
を
持
つ
地
域
に
も
、
地
域
共
回
猛
‥
の
誇
り

と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
地
域
を
護
る
神
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

　
　
３
　
随
身
立
像

　
当
、
八
幡
押
社
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
古
い
歴
史
客
将
つ
が
故
に
、
多
く
の

発
見
が
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
。
木
造
随
身
像
も
円
陣
奥
深
く
塵
に
ま
み
れ
陽

の
目
を
見
る
こ
と
も
無
く
、
一
部
の
人
の
知
る
由
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
庶
び
の
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
直
接
の
調
査
に
は
、
東
京
芸
術
大
坐
・
美
術
学
部
芸
術
学
科
、
教
授
水
野
敬
三
郎

が
当
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
忿
怒
形
で
平
安
時
代
の
武
官
の
服
装
を
し
て
立
つ
姿

は
、
一
対
の
随
身
像
と
見
て
よ
い
。
随
身
は
神
社
の
門
に
ま
つ
ら
れ
る
守
門
扁
‥
で
、

櫛
石
募
押
と
豊
石
募
押
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
る
。
　
（
『
古
記
事
』
『
延
喜
弐
』

『
古
語
拾
遺
』
等
）
。
随
身
像
と
し
て
は
、
岡
山
県
高
野
抑
社
像
、
応
保
二
年
（

一
ヱ
ハ
ニ
）
銘
―
―
以
上
各
立
像

東
京
都
小
野
押
社
像
、
元
応
（
一
三
一
九
）
銘
、
倚
像
な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
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随身立像写真1

い
ま
挙
げ
た
遺
例
の
う
ち
平
安
時
代
に
遡
る
作
は
高
野
徊
社
の
み
で
あ
る
。
菊
間

八
幡
押
社
像
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
遡
る
古
様
を
示
豪
も
の
で
、
随
身
の
現
存
遺

口
器
‐
で
は
、
最
古
に
位
置
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
作
の
優
秀
さ
と
あ
わ
せ

て
、
文
化
財
叩
な
価
値
は
極
め
て
高
い
。
『
従
っ
て
旦
・
急
な
保
存
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
』
と
進
言
さ
れ
て
い
る
。
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